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国立大学法人東京農工大学学則の一部を改正する規則

国立大学法人東京農工大学学則（１６経教規則第２号）の一部を次の通り改正する。

現 行 改 正 案 備 考

国立大学法人東京農工大学学則 国立大学法人東京農工大学学則

平成１６年４月７日

１６ 経教 規則第２号

第１条から第６０条 省略 第１条から第６０条 省略（現行どおり）

（再入学者等の単位及び在学すべき標準期間の取扱い） （再入学者等の単位及び在学すべき標準期間の取扱い）

第６１条 第５７条から第５９条までの規定により各学府又は技 第６１条 第５７条から第５９条までの規定により各学府、連合

術経営研究科に再入学、転入学又は編入学する者については、 農学研究科又は技術経営研究科に再入学、転入学又は編入学す

当該学府教授会又は技術経営研究科教授会は、その者の既修得 る者については、当該学府教授会、連合農学研究科教授会又は

科目の全部又は一部を認定するとともに、入学後に履修しなけ 技術経営研究科教授会は、その者の既修得科目の全部又は一部

ればならない授業科目、修得しなければならない単位数及び在 を認定するとともに、入学後に履修しなければならない授業科

学すべき標準期間を定めるものとする。 目、修得しなければならない単位数及び在学すべき標準期間を

定めるものとする。

２ 第５７条から第５９条までの規定により連合農学研究科に再 ２ 削除

入学、転入学又は編入学する者については、連合農学研究科教

授会は、在学すべき標準期間を定めるものとする。

第６２条から第６９条 省略 第６２条から第６９条 省略（現行どおり）

第７０条 連合農学研究科に置く講座は連合講座とし、別表第５ 第７０条 連合農学研究科に置く大講座は、別表第５の３のとお

の３のとおりとする。 りとし、それぞれの専攻に応じて授業科目を開設する。

２ 授業科目及びその単位数については、連合農学研究科が別に

定める。

（教育方法） （教育方法）

第７１条 工学府及び生物システム応用科学府の博士後期課程に 第７１条 工学府、生物システム応用科学府の博士後期課程及び

おける教育は授業科目の授業及び研究指導によって行い、連合 連合農学研究科の博士課程における教育は授業科目の授業及び

農学研究科の博士課程における教育は研究指導によって行う。 研究指導によって行う。

２ 工学府及び生物システム応用科学府の博士後期課程の学生 ２ 工学府、生物システム応用科学府の博士後期課程及び連合農
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は、在学期間中に、別に定める授業科目を履修して所定の単位 学研究科の博士課程の学生は、在学期間中に、別に定める授業

を修得しなければならない。 科目を履修して所定の単位を修得しなければならない。

３ 学生は、複数の指導教員の研究指導を受けるものとする。 ３ 学生は、複数の指導教員の研究指導を受けるものとする。

４ 前項の指導教員のうち、１人を主指導教員とし、他の者を副 ４ 前項の指導教員のうち、１人を主指導教員とし、他の者を副

指導教員とする。 指導教員とする。

５ 連合農学研究科の博士課程にあっては、主指導教員は、主指 ５ 削除

導教員となり得る資格を有する教授又は助教授をもって充てる

ものとする。

６ 連合農学研究科の博士課程においては、学生は主指導教員が ６ 削除

必要と認めたときは、指導教員以外の連合農学研究科教員のも

とにおいて研究指導を受けることができる。

７ 教育課程及び履修方法については、当該学府及び連合農学研 ７ 教育課程及び履修方法については、当該学府及び連合農学研

究科が別に定める。 究科が別に定める。

第７２条から第１１１条 省略 第７２条から第１１１条 省略（現行どおり）

附 則 省略 附 則 省略(現行どおり）

別表第１（４７条関係） 省略 別表第１ 省略（現行どおり）

別表第２（５３条関係） 別表第２（５３条関係）

、 、博士前期課程 博士前期課程

修士課程又は 博士後期課程 修士課程又は 博士後期課程

学府等 専攻名 専門 職学位課 学府等 専攻名 専門職学位課

名 程 名 程

入学定 総定員 入学定 総定員 入学定 総定員 入学定 総定員

員 人 （人） 員 人 （人） 員 人 人 員 人 （人）（ ） （ ） （ ）（ ） （ ）

工学府、農学府、生物システム応用科学府欄 省略 工学府、農学府、生物システム応用科学府欄 省略（現行ど

おり）
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連合農 生物生産学専攻 － － ２２ ６６ 連合農 生物生産科学専攻 － － １５ ４５

学研究 生物工学専攻 － － １０ ３０ 学研究 応用生命科学専攻 － － １０ ３０

科 資源・環境学専攻 － － ８ ２４ 科 環境資源共生科学専攻 － － ７ ２１

農業環境工学専攻 － － ４ １２

農林共生社会科学専攻 － － ４ １２

計 － － ４０ １２０ 計 － － ４０ １２０

技術経営研究科、合計欄 省略 技術経営研究科、合計欄 省略（現行どおり）

別表第３の１から別表第５の２ 省略 別表第３の１から別表第５の２ 省略(現行どおり）

別表第５の３（第７０条関係） 別表第５の３（第７０条関係）

連合農学研究科の博士課程 連合農学研究科の博士課程

生物生産学専攻 生物工学専攻 資源・環境学専攻 生物生産科学専攻 植物生産科学 動物生産科学

植物生産学 応用生物化学 森林・木材学 生物制御科学

植物保護学 資源利用学 環境学 応用生命科学専攻 応用生物化学 生物機能化学

動物生産学 環境資源共生科学専攻 森林資源物質科学 環境保全学

農林経営・経済学 農業環境工学専攻 農業環境工学

農業工学 農林共生社会科学専攻 農林共生社会科学

別表第６から別表第９ 省略 別表第６から別表第９ 省略（現行どおり）

附 則（１８ 教 規則第６号）

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

２ 平成１９年３月３１日現在在学している者については、改正後の別表第５の３の規定にかかわらず、なお、従前の例による。


